
 

 

 

ひまわりぐみだより 
尚徳福祉会 日野保育園 ２０１９年２月 

 一年で一番寒いこの月、子どもたちの吐く息は真っ白ですが公園の梅のつぼみも咲き始め、春の訪

れを感じます。これからもさまざまな行事がありますので、体調を崩さないように手洗い・うがいをし

っかりとして元気に楽しく過ごしていきたいと思います。 

「 小学校！？ 」 

 就学に期待が持てるように近隣の小学校へ散歩に行って、周辺を歩いたり、近くの公園を散歩したりして

います。小学生がサッカーや長縄、ドッヂボールをしている様子を見て「小学校に行っても遊べるんだね！」

と嬉しそうな表情や遠くから見ていた小学生が手を振ってくれると恥ずかしそうにしながら振り返す姿があ

りました。就学に向けて「行きたくない」「給食食べられるかな」「勉強より遊びたい」と聞こえてくることも

ありますが「上履きを履きたい」と言って、音を立てながら歩く姿はとても可愛らしいです♪ 

子どもたちの気持ちを受け止めながら、残り少ない園生活も子どもたちの笑い声で溢れるよう関わっていき

たいと思います。また、お家での様子を教えていただけると嬉しいです。 

 

「 ☆ ありがとう ☆ 」 

 「先生、すみれ組に行って来る！」と言うＡ君。何をしに行くのかなと様子を見に行くと、おやつの準備

を手伝っていました。ある日は、たんぽぽ組の前に数名の年長さんがいるので近くへ行くと、入室の手伝い

をしてくれていました。保育者からは「いつも手伝いに来てくれて助かります」と嬉しい言葉をいただき、

その姿を見て喜んでくださる方がたくさんいること、恥ずかしそうにする姿も見られますが、更に子どもた

ちの力になり、身の回りのことを丁寧に行うようになってきています。 

日々の生活の中で、“楽しい・嬉しい・悲しい”を共有していますが、これからも一人一人の気持ちに寄り

添いながら｢ありがとう｣の感謝の気持ちを伝えていきたいと思います。 

 

「 みんなでくっつくと温かいね♪ 」 

 園庭で氷おにやサッカーをして体を動かしたり、散歩ではマラソンをしたりしています。手

を触ったり、顔に手を当てて寒さ比べをしていると、肌と肌が触れると温かいことに気がつき、

保育室は、暖かいのですがくっつきながら絵本を読んだり、トランプ、カルタ、会話をして楽

しんでいます。 

               「 探検隊！！！ 」 

 散歩へ行き、斜面や草の茂みを歩いていると階段を発見！「この先は何があるのかな？」と

いうので一緒に出発すると・・・広場や草のトンネルを発見しました。子どもたちは、ぐんぐ

ん進み「早く！早く！」「先生、遅いから先に行くね」と背中を押されたり、先に到着をした

子は、歩きやすい道を教えてくれたりしました。遊び慣れた公園も新たな発見があり、楽しさ

が倍増です♪ 


